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日
々
是 

宇
和
島
(91)

　

仙
台
市
と
本
市
は
、
伊
達
政

宗
公
と
そ
の
長
男
、
宇
和
島
藩

祖
秀
宗
公
の
親
子
関
係
を
基
に
、

昭
和
50
（
１
９
７
５
）
年
11
月

３
日
に
歴
史
姉
妹
都
市
提
携
を

締
結
し
、
本
年
で
50
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
半
世

紀
に
わ
た
り
、
両
市
は
歴
史
と

文
化
を
ス
タ
ー
ト
に
絆
を
深
め
、

近
々
で
は
お
互
い
の
特
産
品
を

販
売
す
る
な
ど
、
経
済
的
な
交

流
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
立
伊
達
博
物
館
で
こ

の
50
周
年
を
記
念
し
た
特
別
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
本
年

は
そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
5
月
に
開
催
さ
れ
た
仙

台
・
青
葉
ま
つ
り
に
お
け
る
「
時

代
絵
巻
巡
行
」
で
は
、
甲
冑
武

者
の
行
列
や
青
葉
神
社
の
政
宗

公
神
輿
の
渡
御
、
そ
し
て
祭
り

の
象
徴
で
あ
る
山
鉾
巡
行
か
ら

す
ず
め
踊
り
へ
と
続
く
中
、
本

市
の
牛
鬼
2
体
が
、
最
大
で
総

重
量
が
8
ト
ン
も
あ
る
総
勢
12

基
の
山
鉾
（
大
型
の
山
車
）
の

先
頭
に
て
「
露
払
い
」
役
を
任

さ
れ
ま
し
た
。
担
ぎ
手
の
大
き

な
声
と
と
も
に
牛
鬼
が
右
へ
左

へ
と
練
り
歩
き
、
時
に
観
客
席

に
向
け
て
上
下
に
頭
を
振
る
と
、

こ
れ
ま
で
牛
鬼
を
見
た
こ
と
が

な
い
仙
台
市
民
の
心
を
捉
え
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
大
歓
声
が
沸
く

な
ど
、
圧
倒
的
な
存
在
感
を
発

揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
交
流

を
重
ね
な
が
ら
、
こ
の
素
晴
ら

し
い
関
係
性
を
次
な
る
50
年
へ

と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

次
の
50
年
に
向
け
て

　ホリバタで受講できるオンライン講座で、誰でも聴く
ことができます。予約不要で、途中参加や途中退室も可
能です。１回完結型で、気になる回だけの参加もできます。

■今期の講座一覧
11/ ７㈮　脳の情報処理の仕組みを探る
11/14㈮　感情に歴史はあるか
11/21㈮　医療倫理学への招待
11/28㈮　メディアとダイバーシティ
12/ ５㈮　みんなで考えるカーボンニュートラル社会
12/12㈮　江戸時代の読書生活
Ｒ８. １/23㈮　｢プログラムによるプログラミング｣の過去と未来
Ｒ８. １/30㈮　｢ことば｣が｢ある｣という不思議
Ｒ８. ２/ ６㈮　原爆神話と核のタブー
Ｒ８. ２/13㈮　世界を動かす日本のちから

●日 �午後５時30分～７時 ●場 �中央公民館 ●料無料
●問 �青少年市民協働センター (ホリバタ)
　 ☎49 - 7112
　   u-chuuo-ph@city.uwajima.lg.jp

LINE@540bfxrh

東京大学金曜特別講座 (冬学期)

知らない世界と出会うきっかけを


